
伝統を競う創作の舞台「加賀友禅新作競技会」

1975（昭和50）年に、加賀友禅が通商産業大臣（現・経済産業大臣）から「伝統的

工芸品」に指定されたことを記念し、初の「加賀友禅新作競技会」が開催されました。

以降、加賀友禅従事者の技術と技法の向上を目的として毎年開催されており、2025

年には第51回を迎えました。

競技会では、出展された作品から「独立作家の部」「内弟子の部」「引き染め」

「糊置き」の各部門で優れた作品を選出。さらに「加賀友禅最高賞」が選ばれます。

第51回加賀友禅競技会では、田上裕希子氏の加賀友禅訪問着「白の記憶」が加賀友

禅最高賞を受賞。作家が20年前のスペイン訪問のときに出会った美しい風景を、当

時の記憶をもとに描いた作品で、青い空と海、太陽の眩い光に包まれたスペインの情

景が、加賀友禅の伝統を継承しつつ、現代感覚を取り入れた絵柄で表現されています。

加賀友禅のきほん ニュースレター 2025 Vol.❹

【加賀友禅最高賞】 田上裕希子
訪問着「白の記憶」

帯部門
【加賀友禅賞】
瀬端由美子
染帯「飛燕」

【金沢市長賞】 田野美恵
訪問着「草花鱗文様」

【石川県知事賞】 西野知里
訪問着「菩提樹の祈り」
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